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当資料のお取扱いにおけるご注意

◼当資料は投資判断の参考となる情報提供を目的として大和アセットマネジメント株式会社が作成したものであり、勧誘を目的としたもの
ではありません。投資信託のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書(交付目論見書)」の内容を必ずご確認の
うえ、ご自身でご判断ください。

◼当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。運用実績などの
記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更
されることがあります。また、記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許諾者に帰属します。

◼当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするもの
ではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。
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コアCPI（前年同月比）

メキシコ金融政策（2022年2月）
ロドリゲス新総裁の初陣を無難に通過
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2022年2月14日

前回に続いて0.50％ポイントの利上げで、今後も利上げ継続の公算

メキシコの政策金利とCPI

（出所）メキシコ銀行、ブルームバーグ

（政策金利：2012年1月初～2022年2月11日）
（CPI：2012年1月～2022年1月）

（％）

メキシコ銀行（中央銀行）は2月10日（現地）に金融政策決定会合を開催し、市場予想通り政策金利を

5.50％から6.00％に引き上げることを決定しました。政策委員5名の内4名が今回の決定を支持し、反対

したエスキベル副総裁は0.25％ポイントの利上げを主張しました。

今会合における最大の注目点は、新たにロドリゲス氏が総裁に就任したことによって政策スタンスが変

わるかどうかでした。しかし、声明文の書きぶりはこれまでと大きく変わらず、またロドリゲス総裁自身

が0.50％ポイントの利上げを支持したこともあり、サプライズはなく無難な船出になったと言えそうです。

声明文では、前回に続いて2022年を中心にCPI（消費者物価指数）の予想値を上方修正した上で、

2023年の半ばにはインフレ目標の中心である3％付近に回帰するとの見方を維持しています。ただし、見

通しに関するリスクは依然として上振れ方向だとも付言しています。

メキシコ銀行は今後も利上げを継続すると想定されますが、過去の経験則や現在の金融政策スタンスか

ら考えて、そのペースは米国の金融政策に大きく依存すると思われます。米国の金融引き締めペースが想

定よりも速くなり、米ドル高（メキシコ・ペソ安）圧力が高まるような事態となれば、メキシコ銀行もそ

れに追随して利上げを進めることで、通貨安に起因するインフレ圧力を抑制しようとするでしょう。逆も

また然りです。こうした金融政策運営により、為替相場には大きなトレンドが出づらいと考えられます。

※陰影部はメキシコ銀行によるインフレ目標のレンジ

（出所）ブルームバーグ

（2020年1月初～2022年2月11日）

メキシコ・ペソの対円・対米ドルレート

（円/ペソ） （ペソ/米ドル）

ペソ高

ペソ安

※CPIの予想は2022年1-3月期～2023年10-12月期
（2022年2月時点のメキシコ銀行による予想）

予想


